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A：研究目的 

パーキンソン病（PD）における歩行障害と前

頭葉機能、嗅覚障害との関連性を検討する。 

 

B：研究方法 

１）歩行評価は携帯歩行計を腰に装着し、10m

の距離を自然歩行、計算負荷歩行の２条件で

記録し、専用解析ソフトウェアにより歩行周

期(秒)、歩行率(歩/分)、力強さ(G)、速度(m/

分)、歩幅(cm)を解析した。 

２）前頭葉機能は Frontal Assessment 

Battery(FAB)により評価した。 

３）嗅覚同定機能は odor stick identification test 

for Japanese (OSIT-J)により評価した。 

（倫理面への配慮） 

DASH-PD研究および歩行研究は東京女子医

科大学倫理委員会の承認を得て行った。 

C：研究結果 

１）10m 歩行解析：臨床的に認知症がない、

Mini-Mental State Examinationが正常な、 

50〜83歳（平均 67.7歳）の PD患者 30例と

年齢を合致させた非 PD 20例を比較検討した。

PD群では歩行速度、歩幅、力強さが有意に低

下（p < 0.001）し、ステップ時間の変動の有

意な増大(p < 0.001)を認めた。PD患者では計

算負荷により歩行速度が低下し、ステップ時

間の変動が増大した。 

２）DASH-PD研究にエントリーした 10例の

FABの総得点は 18点中、14.2±1.9点（平均±SD）

であった。OSIT-Jの得点は 2.2±1.1点であった。 

３）前頭葉機能、嗅覚同定機能と歩行との関

連 

今後、前頭葉機能、嗅覚同定機能と歩行の各

要素との関連を検討していく。 

研究要旨 

パーキンソン病（PD）の歩行障害には運動機能障害に加えて認知機能低下が関与すると

されている。一方、PDにおいて重度の嗅覚障害は認知機能の予後予測因子となりうるこ

とが示唆されている。PDにおける歩行障害と前頭葉機能および嗅覚障害との関連性を検

討する。今年度は PDの歩行を携帯歩行計により検討した。PDの歩行は、歩幅が小さく、

力が弱く、歩行速度が遅く、ステップ時間変動係数は大きかった。計算負荷によりに歩

行速度の低下とステップ時間変動が増大した。 
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D：考察 

 PD患者では歩行中に他のタスク（二重課題）

を負荷すると歩行に悪影響を及ぼすとされ、

今回の検討でも計算負荷において歩行速度が

低下し、ステップ時間変動係数が増大した。

この結果は PDでは複数の情報処理を並列的

に遂行できず、情報処理の分配能力の低下に

起因することが推察される。また、認知機能

低下と転倒やすくみとの関与が報告されてい

る。特に前頭葉には選択的注意や処理速度に

関与する機能があり、今後、前頭葉機能と歩

行の関連性、および嗅覚低下群と前頭葉機能

や歩行要素の差異などを検討していく。また、

DASH-PD登録患者でのドネペジル投与によ

る前頭葉機能および歩行機能の推移を検討し

ていく。 

 

E：結論 

 PD患者の歩行を携帯歩行計により評価し

た。PDの歩行は、歩幅が小さく、力が弱く、

歩行速度が遅い、またステップ時間変動係数

は大きく、計算負荷によりに増大した。今後、

注意や処理速度に関与する前頭葉機能と歩行

要素との関連を検討していく。 

 

F：健康危険情報 

なし 

 

G：研究発表 

なし 
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